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パソコンによる死亡率の視覚的観察システムの試み
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目的　年齢および年次に関して死亡率をさまざまな視点から観察するための方法を工夫し，実際

にその方法を実現するシステムを作成した。その方法とシステムについて検討することが目

的である。

方法　年次別・年齢階級別死亡率をさまざまなグラフ表現で観察可能にするシステムを作成し

た。そのグラフ表現方法として，鳥瞰図・等高線図や線グラフを用いた。システムは，Win-

dowsパソコンにVisual Basicを用いて作成した。各グラフは随時表示して観察可能にした。

また，死亡率の年次変動などの特徴を把握しやすくするために，データに平滑化を行えるよ

うにした。我国の最近45年間の悪性新生物死亡率データに対してこのシステムを適用した。

結果　本システムを用いることにより，年齢と年次推移に対する死亡率の傾向や特徴を容易に観

察できることを示した。またこのシステムは，鳥瞰図により概観を把握してから等高線図で

詳細を観察し，更に3種類の死亡率曲線を観察する探索的システムとなった。

結論　死亡率を年齢と年次に関して連続であるとみなし，それらの関係をさまざまなグラフを用

いて表現する方法を工夫した。本法は死亡状況を観察する上で有用であると考えられた。
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